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特長 1

幅広い充放電条件で電池特性を評価

• 最大720Aの充放電設備を活用し、大電流での充放電評価に
も対応

• 充電・放電レート、SOC、休止時間、終止電圧などを個別に
設定

• 電池の基本性能だけでなく、実使用を想定した負荷条件で評
価

• 充放電中の電圧・電流・温度・容量変化を継続的に測定

特長 2 特長 3

アイコン

試験・評価項目
充電特性・放電特性

充放電中の電圧、電流、容量、温度の推移を測定し、基本的な電池特性
を評価します。

レート特性
充放電電流を段階的に変化させ、電流条件による容量や電圧特性の違い
を確認します。

高率充電・高率放電特性
大きな電流で充放電した際の出力性能、発熱、容量低下などを評価しま
す。

充放電効率・エネルギー効率
充電時に投入した電気量・エネルギーに対し、放電時に取り出せる割合
を算出します。

I-V特性・出力特性
各SOCで電流を印加し、電圧応答から充電・放電可能な出力を評価しま
す。

DC内部抵抗
一定時間の電流印加による電圧変化から、セルの直流内部抵抗を算出し
ます。

SOC別充放電特性
充電状態を変えて、容量、出力、内部抵抗などの特性変化を確認します。
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温度環境による性能変化を確認

• 低温から高温まで、さまざまな温度環境で電池性能を評価

• 温度による容量、出力、内部抵抗、充放電効率の変化を確認

• 使用環境や保管環境を想定した温度条件を設定

• 急速温度変化恒温槽を活用した温度変化試験にも対応

• 車載、産業機器、蓄電用途、モバイル機器など、用途に応じ
た条件を検討

長期使用を想定した劣化・耐久性評価

• 長期サイクル試験により、容量低下や内部抵抗の推移を確認

• 保存期間、保存温度、SOCによる劣化の違いを比較

• 電池の使用条件に合わせて、充放電パターンや評価周期を設
定

• 試験途中で定期的に容量、抵抗、出力特性を測定

• 開発品、採用品、比較品の性能推移を同一条件で比較可能

低温充電・低温放電特性
低温環境で充放電を行い、容量、電圧、内部抵抗、発熱などの変化を確
認します。

高温充電・高温放電特性
高温環境での充放電性能を測定し、容量や効率、温度上昇への影響を評
価します。

温度別容量特性
複数の温度条件で放電容量を測定し、使用温度による容量変化を比較し
ます。

温度別レート特性
温度と充放電電流を組み合わせ、環境温度による高率特性の違いを確認
します。

温度別内部抵抗
低温・常温・高温における内部抵抗を測定し、温度依存性を評価します。

温度サイクル試験
低温と高温を繰り返し印加し、温度変化による性能低下や異常の有無を
確認します。

高温・低温保管後の性能確認
所定温度で保管した後、容量、内部抵抗、外観などの変化を確認します。

充放電サイクル寿命試験
充放電を繰り返し、使用回数に伴う容量低下や内部抵抗の増加を確認します。

容量保持率
初期容量に対して、サイクル後または保管後にどの程度容量が維持されてい
るかを算出します。

内部抵抗増加率
初期状態と劣化後の内部抵抗を比較し、出力性能低下の進行を評価します。

カレンダー寿命評価
充放電回数ではなく、時間経過によって進行する劣化を保管試験により評価
します。

高温保存試験
高温環境で一定期間保存し、加速された容量低下や抵抗増加を確認します。

SOC別保存試験
異なる充電状態でセルを保存し、SOCが劣化速度に及ぼす影響を比較します。

劣化前後のレート特性比較
初期状態と劣化後の高率充放電性能を比較し、負荷への対応力の変化を評価
します。
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